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■下の　　　　に入る言葉を四角の中から選んで入れてみましょう。

①遠くの方を見た。　　　　　　 大きな船が見えた。

②たろう君は山は好きだ。　　　　　　 海はきらいだ。

③強い風がふいてきた。　　　　　　 雨までふってきた。

⑤夏休みは海へ行きますか。　　　　　　山へいきますか。

⑥あの子は行儀がよくてやさしい子だ。

　　　　　　    よい子ということだ。

⑦今日はとても暑いですね。　　　　　　犬は好きですか。

すると いわば ところで しかし

だけど しかも そこで つまり

または けれども だから そのうえ

それとも また そして ときに

ところが および さて それに

ならびに あるいは もしくは それから

それで すなわち

④北海道はチーズ　　　　　　 　バターの生産がさかんだ。
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保護者様用解説 

 

【上級】Lv.49-9 「文をつないで」 
 

二つの短い文の間に、それをつなげる言葉、「接続詞」を、選択肢の中から選んで入れてい

く問題です。ご覧いただいてもわかるように、同じ意味で使える接続詞がたくさんあります。

それを、全部、入れていきます。この問題を解くと、接続詞を意味別に整理することができ

るので、接続詞の学習にとてもいい問題です。 

でも、そんな目的をはるか先に見ながら、いろんな接続詞を、入れてみてしまいましょう。 

・遠くの方を見た。「けれども」大きな船が見えた。 ん？？ 

・たろう君は山は好きだ。「すると」海はきらいだ。 すると？？ 

なんか、変。どこか、おかしい。 

さらに、オリジナルの短文を書いて、変な接続詞を入れて、笑ってしまいましょう。 

なんか、おかしい。これを、見つけられる感性を育てることは、とても大切です。 

前に、線対称の間違いに違和感を持つ目、のお話をしましたが、「これじゃあ、意味がつな

がらないよ」と気づく力も、とても役に立ちます。 

では、変な接続詞を生かすために、後ろ短文を変えてみましょう。 

・遠くの方を見た。「けれども」何もなかった。 

・たろう君は山は好きだ。「すると」じろう君は嫌いと言ったので、けんかになった。 

「じゃあ、今日は、必ず、つなぐ言葉を使う日」なんて取り組みもおもしろいかもしれませ

ん。 

正しい接続詞を使ったり、わざと間違えて、どこがおかしい、と笑ったり。 

会話が進みそうです。 

 

 

 


